
 

 

議案第１４８号 

さいたま市コミュニティ施設条例及びさいたま市働く女性の家条例の一部を改

正する条例の制定について 

さいたま市コミュニティ施設条例及びさいたま市働く女性の家条例の一部を改正す

る条例を次のように定める。 

平成２２年９月１日提出 

さいたま市長 清 水 勇 人 

さいたま市コミュニティ施設条例及びさいたま市働く女性の家条例の一部を改

正する条例 

 （さいたま市コミュニティ施設条例の一部改正） 

第１条 さいたま市コミュニティ施設条例（平成１３年さいたま市条例第２１２号）

の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

  改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を

当該改正後部分に改める。 

  改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

  改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 
（利用時間） （利用時間） 

第６条 コミュニティ施設の施設及び附属設備（以
下「施設等」という。）の利用時間は、次のとお
りとする。ただし、市長は、事情によりこれを変
更することができる。 

第６条 コミュニティ施設の施設及び附属設備（以
下「施設等」という。）の利用時間は、次のとお
りとする。ただし、市長は、事情によりこれを変
更することができる。 

  プラザイースト、プラザウエスト及びプラザ
ノース（駐車場を除く。）並びにさいたま市南
浦和コミュニティセンター（以下「南浦和コミ
ュニティセンター」という。）、さいたま市東
大宮コミュニティセンター（以下「東大宮コミ
ュニティセンター」という。）、さいたま市七
里コミュニティセンター（以下「七里コミュニ
ティセンター」という。）、さいたま市宮原コ
ミュニティセンター（以下「宮原コミュニティ
センター」という。）、さいたま市馬宮コミュ
ニティセンター（以下「馬宮コミュニティセン
ター」という。）、さいたま市西部文化センタ

  プラザイースト、プラザウエスト及びプラザ
ノース（駐車場を除く。）並びにさいたま市南
浦和コミュニティセンター（以下「南浦和コミ
ュニティセンター」という。）、さいたま市東
大宮コミュニティセンター（以下「東大宮コミ
ュニティセンター」という。）、さいたま市七
里コミュニティセンター（以下「七里コミュニ
ティセンター」という。）、さいたま市宮原コ
ミュニティセンター（以下「宮原コミュニティ
センター」という。）、さいたま市馬宮コミュ
ニティセンター（以下「馬宮コミュニティセン
ター」という。）、さいたま市西部文化センタ



 

 

ー（以下「西部文化センター」という。）、さ
いたま市与野本町コミュニティセンター（以下 
「与野本町コミュニティセンター」という。）、
さいたま市上峰コミュニティホール（以下「上
峰コミュニティホール」という。）、さいたま
市西与野コミュニティホール（以下「西与野コ
ミュニティホール」という。）、さいたま市下
落合コミュニティセンター（以下「下落合コミ
ュニティセンター」という。）、さいたま市高
鼻コミュニティセンター（以下「高鼻コミュニ
ティセンター」という。）、さいたま市コミュ
ニティセンターいわつき（以下「コミュニティ
センターいわつき」という。）、さいたま市岩
槻駅東口コミュニティセンター（以下「岩槻駅
東口コミュニティセンター」という。）、さい
たま市ふれあいプラザいわつき（以下「ふれあ
いプラザいわつき」という。）、さいたま市大
宮工房館（以下「大宮工房館」という。）、さ
いたま市片柳コミュニティセンター（以下「片
柳コミュニティセンター」という。）、さいた
ま市浦和コミュニティセンター（以下「浦和コ
ミュニティセンター」という。）及びさいたま
市日進公園コミュニティセンター（以下「日進
公園コミュニティセンター」という。） 午前
９時から午後９時３０分まで 

ー（以下「西部文化センター」という。）、さ
いたま市与野本町コミュニティセンター（以下 
「与野本町コミュニティセンター」という。）、
さいたま市上峰コミュニティホール（以下「上
峰コミュニティホール」という。）、さいたま
市西与野コミュニティホール（以下「西与野コ
ミュニティホール」という。）、さいたま市下
落合コミュニティセンター（以下「下落合コミ
ュニティセンター」という。）、さいたま市高
鼻コミュニティセンター（以下「高鼻コミュニ
ティセンター」という。）、さいたま市コミュ
ニティセンターいわつき（以下「コミュニティ
センターいわつき」という。）、さいたま市岩
槻駅東口コミュニティセンター（以下「岩槻駅
東口コミュニティセンター」という。）、さい
たま市ふれあいプラザいわつき（以下「ふれあ
いプラザいわつき」という。）、さいたま市大
宮工房館（以下「大宮工房館」という。）、さ
いたま市片柳コミュニティセンター（以下「片
柳コミュニティセンター」という。）及びさい
たま市浦和コミュニティセンター（以下「浦和
コミュニティセンター」という。） 午前９時
から午後９時３０分まで 

 ・  ［略］  ・  ［略］ 
  
別表第１（第２条関係） 

名称 位置 

 ［略］ 

さいたま市地域中核
施設プラザノース 

 ［略］ 

さいたま市日進公園
コミュニティセンタ
ー 

さいたま市北区日進町
１丁目３１２番地２ 

 

別表第１（第２条関係） 
名称 位置 

 ［略］ 

さいたま市地域中核
施設プラザノース 

 ［略］ 

 
 
 
 

  
別表第２（第４条関係） 

名称 施設の種類 

 ［略］ 

プラザノース  ［略］ 

日進公園コミュニテ
ィセンター 

１ 体育室 
２ 料理室 
３ 談話室 
４ 講習室 
５ 和室 
６ 茶室  

別表第２（第４条関係） 
名称 施設の種類 

 ［略］ 

プラザノース  ［略］ 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

  

 別表第３に次の１項を加える。 

 ２１ 日進公園コミュニティセンター 
午前 午後 夜間 午前～午後 午後～夜間 全日 時間区分 

 
 
施設 

午前９時～
午後零時 

午後１時～
午後５時 

午後６時～
午後９時３
０分 

午前９時～
午後５時 

午後１時～
午後９時３
０分 

午前９時～
午後９時３
０分 

体育室 520 円 600 円 840 円 1,120 円 1,410 円 1,920 円 
料理室 270 円 310 円 430 円 580 円 720 円 980 円 
談話室 200 円 230 円 330 円 430 円 540 円 740 円 
講習室 260 円 300 円 420 円 560 円 700 円 960 円 
和室 130 円 150 円 210 円 280 円 350 円 480 円 
茶室 90 円 110 円 150 円 200 円 250 円 340 円 

（さいたま市働く女性の家条例の一部改正） 

第２条 さいたま市働く女性の家条例（平成１３年さいたま市条例第２２９号）の一

部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

  改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を

当該改正後部分に改める。 

  改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

  改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 
さいたま市勤労女性センター条例 さいたま市働く女性の家条例 

  
（設置） （設置） 

第１条 勤労女性の福祉の増進と地位の向上を図る
ため、育児休業等に関する法律の一部を改正する
法律（平成７年法律第１０７号）による改正前の
雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の
確保等女子労働者の福祉の増進に関する法律（昭
和４７年法律第１１３号）第３０条第１項の規定
に基づき、さいたま市勤労女性センター（以下「
センター」という。）を、さいたま市見沼区大和
田町１丁目３０３番地に設置する。 

第１条 勤労女性の福祉の増進と地位の向上を図る
ため、平成７年法律第１０７号による改正前の雇
用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確
保等女子労働者の福祉の増進に関する法律（昭和
４７年法律第１１３号）第３０条第１項の規定に
基づき、さいたま市働く女性の家（以下「女性の
家」という。）を設置する。 

  
 （名称及び位置） 

 第２条 女性の家の名称及び位置は、次のとおりと
する。 

 名称 位置 



 

 

さいたま市勤労女性セ
ンター 

さいたま市見沼区大和
田町１丁目３０３番地 

さいたま市勤労女性ホ
ーム 

さいたま市北区日進町 
１丁目３１２番地２  

  
（業務） （業務） 

第２条 センターは、次に掲げる業務を行う。 第３条 女性の家は、次に掲げる業務を行う。 
 ～  ［略］  ～  ［略］ 
  
（休館日） （休館日） 

第３条 センターの休館日は、１月１日から同月３
日まで及び１２月２９日から同月３１日までとす
る。 

第４条 女性の家の休館日は、１月１日から同月３
日まで及び１２月２９日から同月３１日までとす
る。 

２ 市長は、前項の規定にかかわらず、センターの
管理上必要があると認めるときは、臨時に休館日
を定め、又は休館日に開館することができる。 

２ 市長は、前項の規定にかかわらず、女性の家の
管理上必要があると認めるときは、臨時に休館日
を定め、又は休館日に開館することができる。 

  
（開館時間） （開館時間） 

第４条 センターの開館時間は、午前９時から午後
９時までとする。ただし、市長が特に必要がある
と認めるときは、これを変更することができる。 

第５条 女性の家の開館時間は、午前９時から午後
９時までとする。ただし、市長が特に必要がある
と認めるときは、これを変更することができる。 

  
（利用者の資格） （利用者の資格） 

第５条 センターを利用できる者は、次に掲げる者
とする。 

第６条 女性の家を利用できる者は、次に掲げる者
とする。 

 ～  ［略］  ～  ［略］ 
  
（利用の許可） （利用の許可） 

第６条 センターを利用しようとする者は、あらか
じめ市長の許可を受けなければならない。許可に 
係る事項を変更しようとするときも、同様とする。

第７条 女性の家を利用しようとする者は、あらか
じめ市長の許可を受けなければならない。許可に 
係る事項を変更しようとするときも、同様とする。

２ 市長は、前項の許可をする場合において、セン
ターの管理上必要な条件を付することができる。 

２ 市長は、前項の許可をする場合において、女性
の家の管理上必要な条件を付することができる。 

  
（利用の制限） （利用の制限） 

第７条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると
認めるときは、センターの利用を許可しない。 

第８条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると
認めるときは、女性の家の利用を許可しない。 

  センターの設置の目的に反するとき。   女性の家の設置の目的に反するとき。 
  ［略］   ［略］ 
  センターの施設等を損傷し、又は滅失するお
それがあるとき。 

  女性の家の施設等を損傷し、又は滅失するお
それがあるとき。 

  前３号に掲げるもののほか、センターの管理
上支障があるとき又は市長が適当でないと認め
るとき。 

  前３号に掲げるもののほか、女性の家の管理
上支障があるとき又は市長が適当でないと認め
るとき。 

  
（利用権の譲渡等の禁止） （利用権の譲渡等の禁止） 

第８条 第６条の利用の許可を受けた者（以下「利 第９条 第７条の利用の許可を受けた者（以下「利



 

 

用者」という。）は、その権利を他人に譲渡し、
又は転貸してはならない。 

用者」という。）は、その権利を他人に譲渡し、
又は転貸してはならない。 

  
（特別の設備等の制限） （特別の設備等の制限） 

第９条 利用者は、センターを利用するに当たって、
特別の設備をし、又は備付けの物品以外の物品を 
利用する場合は、あらかじめ市長の許可を受けな
ければならない。 

第１０条 利用者は、女性の家を利用するに当たっ
て、特別の設備をし、又は備付けの物品以外の物
品を利用する場合は、あらかじめ市長の許可を受
けなければならない。 

  
（利用許可の取消し等） （利用許可の取消し等） 

第１０条 市長は、利用者が次の各号のいずれかに
該当するとき又はセンターの管理上特に必要があ
ると認めるときは、当該許可に係る利用の条件を
変更し、若しくは利用を停止し、又は当該許可を
取り消すことができる。 

第１１条 市長は、利用者が次の各号のいずれかに
該当するとき又は女性の家の管理上特に必要があ
ると認めるときは、当該許可に係る利用の条件を
変更し、若しくは利用を停止し、又は当該許可を
取り消すことができる。 

 ～  ［略］  ～  ［略］ 
  第７条各号のいずれかに該当するに至ったと
き。 

  第８条各号のいずれかに該当するに至ったと
き。 

  ［略］   ［略］ 
２ ［略］ ２ ［略］ 
  
（使用料） （使用料） 

第１１条 センターの使用料は、無料とする。 第１２条 女性の家の使用料は、無料とする。 
  
（入館の禁止等） （入館の禁止等） 

第１２条 市長は、センター内の秩序を乱し、若し
くは他の入館者に迷惑を及ぼし、又はこれらのお
それのある者の入館を禁止し、又はその者の退館
を命じることができる。 

第１３条 市長は、女性の家内の秩序を乱し、若し
くは他の入館者に迷惑を及ぼし、又はこれらのお
それのある者の入館を禁止し、又はその者の退館
を命ずることができる。 

  
（原状回復の義務） （原状回復の義務） 

第１３条 利用者は、施設等の利用が終わったとき
は、速やかに当該施設等を原状に回復し、又は搬
入した物件を撤去しなければならない。第１０条
の規定により利用の停止若しくは許可の取消しの
処分を受けたとき又は前条の規定により入館の禁
止若しくは退館の処分を受けたときも、同様とす
る。 

第１４条 利用者は、施設等の利用が終わったとき
は、速やかに当該施設等を原状に回復し、又は搬
入した物件を撤去しなければならない。第１１条
の規定により利用の停止若しくは許可の取消しの
処分を受けたとき又は前条の規定により入館の禁
止若しくは退館の処分を受けたときも、同様とす
る。 

２ ［略］ ２ ［略］ 
  

第１４条 ［略］ 第１５条 ［略］ 
  
（指定管理者による管理） （指定管理者による管理） 

第１５条 市長は、地方自治法（昭和２２年法律第
６７号）第２４４条の２第３項の規定により、法
人その他の団体であって市長が指定するもの（以
下「指定管理者」という。）に、センターの管理
に関する業務のうち、次に掲げるものを行わせる

第１６条 市長は、地方自治法（昭和２２年法律第
６７号）第２４４条の２第３項の規定により、法
人その他の団体であって市長が指定するもの（以
下「指定管理者」という。）に、女性の家の管理
に関する業務のうち、次に掲げるものを行わせる



 

 

ことができる。 ことができる。 
  センターの施設及び設備の維持管理に関する
業務 

  女性の家の施設及び設備の維持管理に関する
業務 

  ［略］   ［略］ 
２ 市長は、前項各号に掲げるもののほか、次に掲
げる業務を指定管理者に行わせることができる。 

２ 市長は、前項各号に掲げるもののほか、次に掲
げる業務を指定管理者に行わせることができる。 

  第２条に規定する業務を行うこと。   第３条に規定する業務を行うこと。 
  第３条第１項の規定にかかわらず、センター
の管理上必要があると認めるときに、市長の承
認を得て、臨時に休館日を定め、又は休館日に
開館すること。 

  第４条第１項の規定にかかわらず、女性の家
の管理上必要があると認めるときに、市長の承
認を得て、臨時に休館日を定め、又は休館日に
開館すること。 

  第４条本文の規定にかかわらず、センターの
管理上必要があると認めるときに、市長の承認
を得て、開館時間を変更すること。 

  第５条本文の規定にかかわらず、女性の家の
管理上必要があると認めるときに、市長の承認
を得て、開館時間を変更すること。 

  第６条第１項の規定により、センターの利用
の許可若しくは許可に係る事項の変更の許可を
すること又は同条第２項の規定により、許可に
条件を付すること。 

  第７条第１項の規定により、女性の家の利用
の許可若しくは許可に係る事項の変更の許可を
すること又は同条第２項の規定により、許可に
条件を付すること。 

  第７条の規定により、同条第１号から第３号
までのいずれかに該当すると認めるとき又はセ
ンターの管理上支障があるとき若しくは許可を
することが適当でないと認めるときに、許可を
しないこと。 

  第８条の規定により、同条第１号から第３号
までのいずれかに該当すると認めるとき又は女
性の家の管理上支障があるとき若しくは許可を
することが適当でないと認めるときに、許可を
しないこと。 

  第９条の規定により、特別の設備をし、又は
備付けの物品以外の物品を利用する場合に許可
をすること。 

  第１０条の規定により、特別の設備をし、又
は備付けの物品以外の物品を利用する場合に許
可をすること。 

  第１０条第１項の規定により、同項第１号、
第２号又は第４号のいずれかに該当するとき、
利用の許可の条件若しくは指定管理者の指示に
従わないとき又はセンターの管理上特に必要が
あると認めるときに、許可に係る利用の条件を
変更し、若しくは利用を停止し、又は許可を取
り消すこと。 

  第１１条第１項の規定により、同条第１号、
第２号又は第４号のいずれかに該当するとき、
利用の許可の条件若しくは指定管理者の指示に
従わないとき又は女性の家の管理上特に必要が
あると認めるときに、許可に係る利用の条件を
変更し、若しくは利用を停止し、又は許可を取
り消すこと。 

  第１２条の規定により、入館を禁止し、又は
退館を命じること。 

  第１３条の規定により、入館を禁止し、又は
退館を命ずること。 

  
第１６条 ［略］ 第１７条 ［略］ 
  

附 則 

この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

 


